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南会津町舘岩農林水産物処理加工・販売施設 

管理業務仕様書



南会津町舘岩農林水産物処理加工・販売施設管理業務仕様書 

１　趣　旨 

本仕様書は、南会津町舘岩農林水産物処理加工・販売施設（以下「管理施設」という。）の指定管

理者が行う業務の内容及び履行方法について定めることを目的とする。 

 

２　管理運営の基本的事項 

管理施設の管理は、次に掲げる項目に沿って行うこと。 

(1)　施設の効用を最大限に発揮し、利用者の増大を図ること。 

(2)　利用者が利用しやすいようサービスの向上に努めること。  

(3)　施設設備及び物品の維持管理を適切に行うこと。  

(4)　効率的かつ効果的な管理運営を行い、経費の節減に努めること。  

(5)　施設設備の良好な維持管理について、長期的視野から調査・検討及び提言を行うこと。 

 

３　法令等の遵守 

次の法令等を遵守し、適正に管理施設の維持・管理、運営を行うこと。 

(1)　地方自治法 

(2)　南会津町公の施設に係る指定管理者の指定手続き等に関する条例及び同規則 

(3)　南会津町個人情報保護条例 

(4)　南会津町舘岩農林水産物処理加工・販売施設条例及び同施行規則 

(5)　消防法その他建築物の管理に関して必要な法令 

(6)　労働基準法 

(7)　その他関係する法令 

 

４　施設の概要 

　(1)所 在 地　　福島県南会津郡南会津町前沢 827 番地 

　(2)敷 地 面 積　　844 ㎡ 

　(3)建物の構造　　木造２階建て 

　(4)延 床 面 積　　375.73 ㎡ 

　(5)施 設 設 備　　レストラン　30 人収容　　 厨房　トイレ　 

 

５　管理業務の内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

(1)　設置目的 

農業の振興と活性化に供することを目的とする。 

(2)　業務内容　 

①  管理施設の建物及び設備の維持管理及び修繕に関する業務 

②  上記に掲げるもののほか、町長が必要と認める業務 

(3)　営業開始又は休止 

　　 12 月初旬から翌年４月中旬は休館日とする。ただし、管理上必要があるときは、町長の承認 

を得て臨時に休館日を定め、又は休館日に開館することができる。 

 



(4)　開館時間　　 

　　 開館時間は、午前９時から午後４時までとする。ただし、指定管理者は、必要があると認め 

るときは、町長の承認を得てこれを変更することができる。 

 

６　指定管理者と町との責任分担 

別紙１「責任分担表」のとおり　　　　　　   　　　　　 

 

７　自主事業に関する事項 

(1)　指定管理者は、施設の設置目的を効果的に達成するために、当該施設を活用し、自主事業を

実施することができる。なお、実施に当たっては、町長の承認を得なければならない。 

(2)　自主事業の実施により収入を得た場合、その収入は指定管理者の収入とする。 
 
８　管理業務に必要な経費 

(1)　指定管理者は、管理業務に必要な経費については、自主事業の収入をもって充てるものとす

る。なお、町から指定管理者への指定管理料は支払わないものとする。 

(2)　自主事業収入が管理業務に要する経費を上回る場合など、営業利益が生じた場合は、指定管

理者は決算後に利益の一部を町に納付することとし、その額の算出方法や納付方法等について

は、事前に指定管理者の提案により、町と指定管理者で協議のうえ決定するものとする。 

(3)　町が貸与する車両等に係る損害保険掛金相当額については、町からの請求により納入しなけ

ればならない。 

(4)　施設の運営により赤字が生じた場合、原則、町は補填しないものとする。  

 
９　防犯・防火対策等 

(1)　施設内での事故発生防止に努めること。 

(2)　緊急時の対応、防災・防火対策等について、マニュアルを作成し、従業員を指導すること。 

(3)　防火管理者として、防火管理者の資格を有するものを選任すること。 

(4)　賠償責任保険及び傷害保険に加入すること。（※建物損害保険については町で加入） 

 
10　個人情報保護 

　指定管理者は、個人情報の保護に関する法律及び条例等の規定を遵守し、管理運営上で知り得た

個人情報が漏洩、滅失等しないよう厳重管理する等、適正な個人情報の管理に努めるものとする。 
 
11　再委託の禁止 

指定管理者は、管理業務を一括して他に委託し、又は請け負わせてはならない。ただし、清掃、

警備等の一部の業務についてはこの限りではない。 
 

12　業務報告等の聴取等 

町長は、施設の管理運営の適正を期するため、指定管理者に対し、その管理運営業務及び経理の

状況に関し、定期に又は必要に応じて報告を求め、実地に調査し、又は必要な指示をすることがで

きる。 
 

13　指定の取消し 
町長は、指定管理者が次の各号に該当するとき、その他指定管理者の責めに期すべき事由により



当該指定管理者による管理運営を継続することができないと認めるときは、その指定を取消し、又

は期間を定めて管理運営業務の全部若しくは一部の停止を命ずることができる。 

(1)　関係法令、条例、規則又は協定書の条項に違反したとき。 

(2)　施設の管理業務を履行しないとき又は履行の見込みがないと認められるとき。 

(3)　指定管理者が指定の解除を申し出たとき。 

(4)　その他、町長の指示に従わないとき。 

 

14　管理運営上の注意事項 

(1)  公平公正な管理運営を行い、特定の団体等に有利又は不利になる管理は行わないこと。 
(2)  指定管理者が施設の管理運営に係る規程等を作成する場合は、事前に町と協議すること。 

 

15　協　議 

この仕様書に規定するもののほか、指定管理者の業務の内容及び処理について疑義が生じた場合

は、町と協議のうえ決定する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



別紙１　 

指定管理者と町との責任分担 

（１）指定管理者と町との責任分担は、原則として次のとおりとする。 

（２）指定管理者は、善良なる管理者の注意をもって、常に安全で良好な状態に管理する義務を負

うものとする。 
（３）指定管理者は、施設利用者の被災に対し、現場で対応する責任を有し、施設又は施設利用者

に災害があった場合は、迅速かつ適切な対応を行い、速やかに町に報告しなければならない。 

 
種 類 内 容

負 担 者

 指定 
管理者

町

 施設、設備、 
備品等の維持管理

○

 

施設、設備 
備品等の修繕

指定管理者の管理運営業務においての瑕疵によ

り生じた損害に対する補償
○

 一件当たり 30 万円以上の老朽化や指定管理者に

過失がなく通常の使用で生じた損害に対する修

繕

○

 上記以外で一件当たり 30 万円未満の軽易な工事

又は修繕
○

 利用者の利便性や利用者数の増加を図るための

大規模な改修
協　議

 

不可抗力

不可抗力（暴風、豪雨、豪雪、洪水、火災、暴動

その他町又は指定管理者のいずれの責めにも帰

することのできない自然的又は人為的な現象）に

伴う施設、設備、備品の復旧経費及び業務不履行

○

 

第三者への賠償

管理者としての注意義務を怠ったことによるも

の
○

 
上記以外の事由によるもの ○

 

保険の加入

建物の災害保険 ○

 
利用者等への賠償責任保険及び傷害保険 ○

 
包括的管理責任 ○


